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◎ダムをつくれ！（ダムはダムでも人口の流出を防ぐ人口ダム機能を） 

 
先週の新聞で興味深い記事がありました。２８日の記事で１５年

の国勢調査で本県の転出超過が全国５位であることが公表されま

した。前日２７日の記事では北九州が複数の雑誌の「住みたい・暮

らしやすい街ランキング」の特集で１位になったとあります。 

実は昨年の早い時期に北九州市は政令指定都市・県庁所在地の中

で人口減少率ワースト１位との報道も同じ国勢調査からあってい

ました（長崎市がﾜｰｽﾄ２位、正に本日の長崎新聞に同様の記事有）。 

記事には市独自の調査でも「消滅可

能性都市」が発生し「庁内に危機感が

広がった」とあります。そしてワース

ト１位返上のため数々の施策や事業が

展開され暮らしやすいとの評価が得ら

れたのだろうと推察されます。 

さて、長崎市は…私からみればまだ 

まだ危機感が足りないように思われます。そして県政の立場で一段高

いところから本県の人口減少の特徴に視点を当てると他県と比べて県

庁所在地、それに次ぐ都市（佐世保市）の「人口のダム機能が果たさ

れていない」ことがわかります。ここをなんとかせねば！急務の課題

です。 

先日長崎市の担当部長を訪ね、とにかく「雇用創出が大事でそのた

めに県と市が今まで以上に連携した施策展開をせねばならない。その

アイデアの打ち込みを春までにやりたい。知恵をだしてほしい。勉強

会を立ち上げたい。」と提案してきました。党として政調会で取りかか

れればと考えています。 

皆さんもお知恵をどしどしお寄せくださいませ。 
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